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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○本港区エリアの良好な景観形成と魅力向上
（鹿児島港本港区景観ガイドライン）

• 本港区エリアは桜島フェリーや離島航路が就航する海の玄関口として，多様な人々が
行き交うとともに，古来から産業振興や交易など鹿児島の発展に寄与してきた錦江湾の
広大な静穏海域や，県民のみならず多くの人に親しまれている雄大な桜島などの美しい
自然景観を望むことができ，また，歴史的建造物である鹿児島旧港施設等を有すること
から，これらの景観資源を活かした魅力ある交流空間を目指します。

• 特に水際線は, 行き交う船と港の活動が織りなす躍動感あふれる錦江湾や，雄大な桜
島への眺望，旧港湾施設による歴史を感じられるプロムナード（水際線のプロムナー
ド）を有し，同エリアから朝日通りなどの街路を通して見える市街地のまちなみや賑わ
い,色とりどりの路面電車やバスが行き交う光景は,鹿児島ならではの特徴的な景観と
なっています。そこで，これらを活かした回遊性のある歩行者動線を確保し，歩行者目
線での良好な景観を形成します。

• また，鹿児島市域を対象とする，鹿児島市景観計画（平成20年６月施行）においては，
色彩や緑化等の基準が設けられています。同エリアは桜島及び城山への眺望確保のため
建築物・工作物の高さにも基準が設けられていることから，建築物等の高さに配慮しま
す。

• 以上を踏まえ，配慮の方針として，以下の３つのポイントに基づき本港区エリアの良
好な景観形成を目指します。

Point １

Point ２

Point ３

錦江湾や桜島，歴史的建造物等の景観資源に配慮します

めぐり，たたずみ，のぞむことができる，歩行者目線での良好な景観形成を目指します

多様な来訪者が行き交い集う魅力的な空間形成を目指します
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○本港区エリアの良好な景観形成と魅力向上
（鹿児島港本港区景観ガイドライン）

鹿児島市営バス

一丁台場（鹿児島旧港施設） 赤灯台（鹿児島旧港北防波堤灯台）

ウォーターフロントパーク

北ふ頭・南ふ頭と桜島

鹿児島市電

桜島・水族館と新波止

桜島フェリーから見た北ふ頭・水族館

錦江湾から見た本港区エリア桜島フェリーと北ふ頭
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○本港区エリアの良好な景観形成と魅力向上
（鹿児島港本港区景観ガイドライン）

• 水際線のプロムナードや，背後の市街地中心部から水際線のプロムナードへと繋がり，
錦江湾・桜島，本港区エリアの歴史やまちなみ，活きた港の活動など，同エリアの魅力
を感じられるルートを回遊動線（めぐりの路（みち））として設定し，景観形成に配慮
することとします。

• また，同エリアの魅力を感じられる場所を回遊動線上の視点場として，錦江湾・桜島
への眺望を確保する必要がある場所を「のぞみの場」，まちなみや港の活動などを立ち
止まって眺める場所を「たたずみの場」として設定します。

地理院地図を使用

※本ガイドラインでは，「視点場」を，鹿児島市景観条例に規定する視点場（遠景を眺望することができ，眺望の良さ
が広く市民等に認知され，眺望の良さを確保するための維持管理が継続して行われることが見込まれる場所）ではなく，
景観や活動を眺める場所，としての意味で使用しています。
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○本港区エリアの良好な景観形成と魅力向上
（鹿児島港本港区景観ガイドライン）

１ 水際線のプロムナード

２ 水際線のプロムナードと中心市街地・北ふ頭・南ふ頭・住吉町15番街区を結ぶ
回遊動線

• 白灯台から，国の重要文化財である石積み護岸（鹿児島旧港施設（新波止・
遮断防波堤・一丁台場））を経て，国の登録有形文化財である赤灯台（鹿児
島旧港北防波堤灯台）へと至り，本港区の歴史を感じられる

• 錦江湾・桜島や港の活動を眺められる

（みなと大通り）
・市役所から本港区エリアへと繋がる緑地景観を楽しめる
・水際線のプロムナードへアクセスしながら，桜島や港の活動を
眺められる

（朝日通り）
・両側に建ち並ぶビル群の間から桜島，港の活動を眺められる
・市街地のまちなみ，路面電車やバスが行き交う姿を眺められる

（マイアミ通り）
・港の活動，ドルフィンポート跡地やウォーターフロントパーク
での活動を眺められる

・市街地のまちなみ，路面電車やバスが行き交う姿を眺められる

（臨港道路本港区線）
・大正年代に建造された石蔵倉庫群（当時は離島航路の荷物保管場所）
の歴史性を感じられる

・ドルフィンポート跡地での活動，港の活動を眺められる

（臨港道路北ふ頭線・南ふ頭線）
・北ふ頭・南ふ頭旅客ターミナルへアクセスしながら，錦江湾・桜島
や港の活動を眺められる
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○検討委員会で議論された４つの論点についての主な意見(1/4)

４つの論点 主な意見

導入機能

どういった機能が必要かというゾーニングも必要だが，その前にもう一回リマイ
ンドし，どんな施設，機能が必要かということも話をしていくべき。展示場も含め
てそういったものも考えていかないといけないし，市民，県民の目線の中でのア
ミューズメント施設や，景観を大事にする場所というのをどう確保するかという話
も必要。場合によっては，道路の付け替えや，港湾計画の変更についても，10年，
20年，30年という時間軸の中で考え，それを踏まえてゾーニングすべき。

本港区だけではなく，しっかりとゾーンを捉えて検討していくのは必要。周辺の
施設も含めてエリア全体で流動とか集客とかを考えていくことによって，本港区の
評価とか価値が上がっていく。民間の資金も入れていくのだとすると，経済的に価
値を高めるというのはすごく大事なことなので，この周辺を一体的に考えていく必
要がある。

スポーツとか文化とか芸術とかいうものの社会的価値を考えると，その効果は有
効なコンテンツとして考えられる。健康というようなことで，良い影響もあると思
うので，例えば子供の教育とか，才能を伸ばすとか，そういった地域を育てるとい
うような観点でもゾーニングをしていくということが大事。

ウォーターフロントも中心市街地なので，県民が望んでいるのは，都会的な
フィーリングを持った港町というのを望んでいるんだろうと思う。

商工会議所がつくられた「鹿児島市中心市街地及びウォーターフロントを中心と
したまちづくりビジョンに関わる提言」は，良くできた優れた提言書である。中心
市街地から本港区にかけての領域を魅力ある場所にしていくためのゾーニングとい
うところからスタートしているので，それが本来の姿。鹿児島を俯瞰して将来ビ
ジョンを描くところからまちづくりが始まり，そこに必要な機能，ふさわしい施設
というものが描かれていくというのが順番。

単機能だけのゾーニングでは，土日が賑わっても平日の賑わいがないといったよ
うなことがあるので，複合的な機能で考えるべきではないか。昼間と夜間，土日と
平日，日常と非日常を時間軸で捉え，領域の全体の稼働率が平準になっていくよう
なゾーニングにしていく必要がある。

北ふ頭や南ふ頭についてあまり議論が深まっていない。スポーツ・コンベンショ
ンセンターやサッカー等スタジアムの話があるので，どうしてもドルフィンポート
跡地やウォーターフロントパークの話になってしまうが，最終的にゾーニングを考
えていく上では議論のバランスとして話を広げていかないと全体像が掴めないとい
う印象を受ける。
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○検討委員会で議論された４つの論点についての主な意見(2/4)

４つの論点 主な意見

公共機能の
確保

これだけものが入ってくると，交通の問題はどうしても考えなければならず，
公共交通網をどうやって導入していくのかということと，港湾に従事する方々
の機能が不全化しないかというようなこともしっかり議論を進めるべき。

港湾としての機能を踏まえつつ全体像の検討を行うことを目的とするという
基本原則だけは，是非，守っていただきたい。

旅客船の事業者が心配しているのは，この大規模な集客施設，例えばスポー
ツ・コンベンションセンター，またはサッカー等スタジアム，イベントを開催
した時に，駐車場は色々計画があるみたいだが，それをほとんど車で来た時に
どうなるのかを本当に心配している。例えばスポーツ・コンベンションセン
ター，最大でこれだけの集客が1日ある場合には，どのぐらいの渋滞が発生する
かとか，渋滞予測調査だとか交通流動予測調査，こういうのも一度計算を出し
て欲しい。

ああいうところ（住吉町１５番街区）に駐車場が本当にいるのか。回遊性の
問題から言えば，バスターミナルをつくってシャトルバスを例えば鹿児島中央
駅に出して，途中の天文館に駐車場をつくると，本当に回遊性が生まれるので
はないか。

（北ふ頭の奄美・喜界航路の移転は，）ちゃんと移転する場所を，もしくは
ターミナルとそれに関係する例えば奄美群島の方々の利便性が本当にこれでい
いよと納得できるような計画を先につくってもらいたい。

臨港道路を広げていただきたい。臨港道路については，谷山の方から直線的
なイメージでは考えていただいたが，なかなかそううまくはいかず，今日に
至っているのではないか。その辺りがスムーズになれば，荷役形態も多少近代
化し，人手不足を補うような何か新しい荷役体系になるのではないか。

港湾物流というものを低く見られている方はいないとは思うが，そう感じら
れるような，ちょっと脇に追いやったような計画はやめていただきたい。

ウォーターフロントを中心に歩いて来られる距離のフリンジ駐車場（都心部
への車の乗り入れを抑制するため，駐車場を都心部の外周に計画的に配置する
もの）を検討した方がいい。

人流・物流は紙の上で描くのではなく，道路の上を通るわけなので，道路計
画を抜きにしてゾーニングの話はしないでいただきたい。

人流・物流は，ゾーニングの中でメインに来るような事柄にならないといけ
ない。大型のクルーズ船が入ると，大量の水や食料を船まで届けなければなら
ないことも考えていただきたい。

北ふ頭，南ふ頭は離島航路の発着場で，90万人近い方々が利用している他，
約３万台の車両，20万トン近い貨物の出入りがある。ふ頭に行く道が１本しか
ない中で，大きな施設ができて，駐車場が両サイドにできると，ふ頭を利用す
る方々がスムーズに行けるかどうか，１回動線をちゃんとやってもらいたい。

物流と人流の観点から，道路及び交通量をしっかり吟味するということは必
然。賑わい創出で物流が盛んになれば，今の道路からはオーバーフローするの
で，そのことによる様々な障害についてあらかじめ検討し，公共交通網含めた
アクセスについてしっかり検討していただきたい。
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○検討委員会で議論された４つの論点についての主な意見(3/4)

４つの論点 主な意見

景観への
配慮

桜島を抱（いだ）く借景は，唯一無二のもの。鹿児島に住んで良かったなというシ
ビックプライド（県民の誇り）は非常に大きなキーワード。鹿児島に住んで良かったな
と思わせるようなエリアであれば，おのずと観光客も集まってくる。

世界でも稀な，活火山を背景に抱（いだ）く極上のウォーターフロントエリアである
ことを再認識すべき。ウォーターフロント開発について，世界に多くの成功事例がある
が，根底にあるのは地元住民に支持され愛されているということであることをもう一度
リマインドすべき。

景観資源を主軸とした活用という点で，このエリアから眺める桜島と錦江湾という景
観は，何物にも代え難い資源。その景観資源を私達が日々の暮らしの中でどう結びつけ
ていくのか，この場所でどう過ごしたいのかということを，１人１人が想像して，ワク
ワクできるような場所であってほしい。

県民全体のものとして，ウォーターフロントパークは守る。

海辺の景観，特に海に親しめる空間を残し，シビックプライドとしての景観を保全し
た上で，ここの土地利用，まちづくりをどうするかということを考えていく必要がある。

シビックプライドの観点で，本港区のウォーターフロント地区の価値を，経済効果や
収益性のために使い果たしていいのかという議論もすべき。全部使ってしまうのではな
く，シビックプライドのために残しておくことが必要。収益性につながるからと言って
100パーセントそこを活用するのは問題あり。次の世代のために景観資源を消費しきら
ないということも大事な視点。

今回の検討委員会の最終的なアウトプットであるゾーニングに加えて，デザインをど
うするか，空間の整備と保全の方向性をどうするかまでしっかりと議論を進め，市民，
県民の方に提示して納得いただくという委員会としての役割があると認識。

景観を阻害するような高い建物が立つことには否定的だが，新たな総合体育館をこの
エリアに設置する意義についても理解できる。ウォーターフロントパークは保全される
ということで，景観資源を最大限活かすということを前提に計画の検討の余地はある。

ウォーターフロントパークは，更に公園としての機能を充実させ，スポーツ・コンベ
ンションセンターと一体的に整備することも必要ではないか。

景観マネジメントの組織化という点で，自然だけではなく，人やモノがこの場所でつ
くっていく新たな景観というものも，まちの魅力につながっていく中で，デザインの発
想というのが不可欠。本港区全体のデザインコントロール，エリアマネジメントが必要
なのではないか。

建物も含めての景観について全体イメージがないといけない。

（ウォーターフロントパークとスポーツ・コンベンションセンターの）ちょうど間に臨
港道路南北ふ頭線があるが，ここのデザインがすごく大事。（ウォーターフロントパー
クとスポーツ・コンベンションセンターの）どちらからも自然につながるようにすべき。
道路のところを本当にきちんとつくらないといけない。逆に言うと，道路を少し変える
ことも含めて，色々いいデザインにすべき。

スポーツ・コンベンションセンターは，ボリュームがあり，外側は壁になりがちなの
で，道路側（ウォーターフロントパーク側）に魅力的な空間をつくるというようなこと
をあらかじめ考えておかないと，スポーツ・コンベンションセンターとウォーターフロ
ントパークが別々の感じでできてしまうとすごく困るという感じがする。

景観への配慮は，具体的にどういった形で保全するのかなど，より精度の高い検討を
する必要があるが，この委員会だけで検討するのは難しいので，その体制をつくって検
討を進めていただきたい。
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○検討委員会で議論された４つの論点についての主な意見(4/4)

４つの論点 主な意見

中心市街地
との連携

本港区エリアのグランドデザインは，鹿児島自身のまちづくりのグランドデザイ
ンと一体化させ，市もしくは県のまちづくりの全体像の中で，この本港区エリアは
どういう位置付けか，もっと大きなグランドデザインの中で絵を描いていくことが
必要ではないか。

人流の回遊性や連動性をいかに持たせるかは非常に重要。天文館から本港区エリ
アは微妙な距離だが，車での移動ではなく，歩けるまち，自転車での回遊など，回
遊性が高まれば高まるほど経済効果は大きくなる。

（スポーツ・コンベンションセンターがある本港区側では）たくさんの人が回遊
してもらって，天文館の方に流れていくような仕組みを，外とつなぐ仕組みをつ
くっていくということも必要。

ドルフィンポートを中心としての本港区のまちづくりは，本港区エリアでやらな
ければいけないことと，周りの中心市街地でできることとの役割分担と相乗効果を
考える必要がある。

アフターコンベンションが大きな魅力であり，天文館は非常に大きな武器になり
得る。

中心市街地というのは，大きく中央駅と，天文館地区と，ウォーターフロント地
区と３つに分かれているので，同じような街をつくっても，回遊は生まれない。今，
中央駅と天文館地区は，商業という意味ではほぼ競合している。それぞれキャラク
ターを出した方がいい。

マリンポートから中心市街地へ向かうのに，陸路では交通渋滞で時間を無駄にす
るので，本港区に中継地をつくって，マリンポートから高速船で繋ぐことが必要で
はないか。

世界の有数なクルーズ会社が鹿児島に寄せたいというふうになっているが，残念
ながら一銭も落とさない。マリンポートから（中心市街地へ）はウォーキングディ
スタンスではない中で，どうやってウォーターフロントや天文館に引っ張ってきて，
そこでお金を落としてもらうかのまちづくりがメイン戦略の重要な一つ。



【ターゲットとするJapanマーケットのペルソナ】

1.将来政治やビジネスのリーダーとなるような大学生

2.家族旅行

3.子供がいない共働きのカップル

4.子供が独立した親

5.定年退職後のシニア

6.出張後に観光する職業人

第２回検討委員会 森下委員提出資料「英国の観光戦略」より
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○県民から寄せられた利活用のアイデアのとりまとめ

「賑わいのターゲット」と「鹿児島（本港区）の魅力」の整理（1/6）

• 県民からの様々な目配りや気づきといったものをなるべくすくい上げ，ゾーニ
ングの議論に取り込んでいくと良いのではないかといった御意見があったこと
なども念頭に，第２回検討委員会 森下委員提出資料「英国の観光戦略」を参
考に，県民から寄せられた利活用のアイデアから，本港区に賑わいをもたらす
ペルソナ（「賑わいのターゲット」）を整理した上で，求められる魅力（「鹿
児島（本港区）の魅力」）や導入機能を検討しました。



いただいた御意見 （実際の御意見から抜粋（※一部加工））
賑わいの
ターゲット

（例）

鹿児島港
(本港区)の魅力

（例）※

1

• マリンポートに寄港するクルーズ船の乗船客を高速船で北ふ頭へ運び，中
心市街地へ誘導することで回遊性が図られると考える。

• 大型クルーズ船の乗客には，マリンポートからＤＰ跡地まで運行する臨時バ
ス路線を設定し，２～３時間でもオアシス的場所でくつろいでいただくような
提案も考える。

• 観光（国内客・国外客）に力を入れるなら，大型観光バス100台～200台程度
の駐車場は必要。大型の免税センター（県内特産品）を中心にバスターミナ
ルを設置。桜島フェリーを利用して，世界の美港に負けない鹿児島湾ク
ルーズ・桜島周遊の食事付き観光に力を入れる。その場合，本港区の免税
センターや観光センターが中心となる。

（マリンポー
トかごしま
に）大型ク
ルーズ船で
訪れる観光
ツアー客（団
体旅行者）

• マリンポートか
ごしまや鹿児
島市中心部と
の交通結節点

• 情報交流，憩
いの場

• 船から見た港
や街並みが美
しい空間

2

• 鹿児島らしい観光スポットや飲食店，ホテルが立ち並ぶ，世界の富裕層が
集うイタリアのミラノのようなヨットハーバーがあり，そして夜景もきれいな函館
や神戸のような明るい海辺がある施設は魅力があります。

• 鹿児島の魅力を前面に出すリゾートホテルとして最高の立地です。桜島を
目の前に眺めることができ，鹿児島の美味しい肉や魚を堪能し，おしゃれな
焼酎バーがあってもいいかもしれません。開放感があり非現実的な空間が
期待できます。

• 海には大型ヨットに限ったハーバーを作り，海外からの立ち寄りを受け入れ
る。南仏の港のイメージである。

• 北埠頭は大小クルーズ船の専用岸壁とし，その背後にはターミナルを設け
て，それに隣接する鹿児島には無い商業施設やホテルを設ける。また，大
型のクルーザーやヨットも泊められたら，ウォーターフロントパークからの眺め
も最高ではないだろうか。

• 世界的寄港地と肩を並べる鹿児島になりませんか？世界の海の男たち，特
に海軍に尊敬の念を持って称えられているアドミラル東郷が多賀山から見
下ろす錦江湾に世界中のヨット，クルーザーが停泊している姿を想像してみ
てください。

スーパーヨッ
ト等で訪れる
超富裕層

• 鹿児島市中心
部との交通結
節点，回遊性

• 情報交流，憩
いの場

• 船から見た港
や街並みが美
しい空間

3

• このエリアは南九州最大の繁華街である天文館から徒歩圈内にあることから，
人々が交流し憩う場があれば多くの人が回遊することが期待され，同時に，
観光立県を標榜する鹿児島県としてはインバウンドを含めた県外客も楽しめ
る場ともなります。

• 巨大道の駅が良い。桜島が見える。鹿児島弁が聞こえる。足湯がある。鹿児
島側からの押しつけではなく，他県人が鹿児島に求めるもの。

• 巨大な観光案内所（資料館，物産館など）。鹿児島の歴史が学べたり，観光
地を紹介したり食材の紹介であったり温泉を紹介であったり，鹿児島に観光
に来た方が案内所に来る事でＳＮＳでも見れないような生の声で観光プラン
を組んであげたりするような場所。

• 観光客をはじめ全ての人が，鹿児島の興味のある場所へ行くことに繋がる
「発信地」として，鹿児島の歴史と文化に満ちた多くの観光地を現代の技術
を駆使して紹介するような施設。鹿児島全域の案内や説明に長けた人材が
常駐して，鹿児島各地に存在する唯一無二の魅力的な場所へと案内し，橋
渡し役となる重要な施設。

鹿児島県内
の観光地を
訪れる観光
客（個人旅
行者）

• 公共交通，車，
徒歩など多様
なアクセスが可
能な場

• 情報交流，憩
いの場

※全ての項目について，「桜島の魅力を楽しめる空間」は共通

「賑わいのターゲット」と「鹿児島（本港区）の魅力」の整理（2/6）
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○県民から寄せられた利活用のアイデアのとりまとめ



いただいた御意見 （実際の御意見から抜粋（※一部加工））
賑わいの
ターゲット

（例）

鹿児島港
(本港区)の魅力

（例）※

4

• 現在の離島航路や，桜島航路も，生活航路であるとともに，天然の観光魅
力にあふれた航路であるから，離着岸施設の工夫や海の観光PRに力を入
れ，収益の道を探ってほしい。

• 離島航路利用者の利便性改善。点在している離島航路フェリーターミナル
の利便性向上のために集約化等を実施。ターミナル集約化等に伴う，バス・
タクシー等公共交通とのアクセス改善。

• 離島便へのアクセス。水族館も繋がり行ける道，フェリー乗り場も繋げて。目
的を沢山持たせた施設でなければ人がたえてしまいます。

• 北ふ頭旅客ターミナルを活用している唯一の航路，喜界航路は南ふ頭に移
動させ，北ふ頭は小型・中型のチャーターを含む観光船の発着場にすれば
いいと思います。

• 北埠頭にある喜界航路を移転整備する。安全な荷役が必須である港湾機
能の確保と賑やかさを求める港湾交流機能の活性化との間に，水と油のよう
な相反性があるため，共存よりは移転整備することを提案する。

• 喜界・奄美航路は北埠頭南側に発着させ，規模に見合った施設を再整備
することが良いかと思います。

• 鹿児島港の各埠頭は最も北の桜島埠頭から南端の鴨池埠頭方面別に点々
と分散しており，航路同士の乗り継ぎや市街中心への利便性は高いとは言
えない状況にあります。南北に分散している離島ターミナルを数珠繋ぎにす
るようにモノレールまたは新交通システムを構築していくことは離島航路の
利用促進はもちろん，鹿児島のウォーターフロント地区の将来像を大きく変
えていく可能性があります。

• いづろからドルフィンポート跡地前から住吉地区まで市電を延長すれば，高
速船や離島航路の利用者（現状はいづろから重い荷物を引きずりながら歩
いている方が非常に多い。）の利便もよくなります。

離島にお住
まいで離島
航路や本港
区をご利用
の方

• 利便性の高い
交通結節点

5

• スケボーパークとストリートダンスができる場所を作ってほしいです。若者が
楽しめる街を若者のための街づくりをお願いします。東京の真似じゃなく独
自の世界観で世界中から人が集まる鹿児島を希望します。

• スケートボード片手に公園に訪れる少年たちは？子供だけではなく，大人
一歩手前の若者にも公園を利用してほしい！オリンピックなどから注目が増
え始めたスポーツ競技をする場所をつくりたい。本気で遊びを楽しめる，何
歳になっても本気になれるものができる空間を。

• eスポーツは子供から高齢者まででき，身体障害者でもできます。eスポーツ
施設はその全ての者が交流できる場所になるということです。まだまだ発展
途上であり，これを民営ではなく行政が力を入れることに意味があると思い
ます。

• 若者は決して広くて大きなショッピングモールや遊戯場は求めていません。
例えばデートどこ行く？じゃあとりあえず行って決めるかみたいな感じの場
所がほしいのです。バスに乗って電車に乗って行き，公園もあれば美術館
でその人との思い出プラスその時見た美術品を自分の思いのままにでき，
ちょっとした店があり，開けた景色を一望し，見慣れた桜島を見て今日もい
つもと変わらないと思うそれはとっておきの場所です。

• もしアートで生まれるコミュニケーションの中に桜島があったら。語り合う人々
の目に，桜島が映ったら。多くの人が桜島をもっと身近に感じ，そして気づ
かなかったことに気づかせてくれるのではないでしょうか。鹿児島にしかない
魅力を，アートの力，つまり人を笑顔にし感化できる力で県民の方々にも県
外から来られた方にも発信していける。そんな場所が欲しいのです。

趣味や遊び
を楽しみ交
流を深める
若者

• 相互交流を育
む空間

※全ての項目について，「桜島の魅力を楽しめる空間」は共通
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

「賑わいのターゲット」と「鹿児島（本港区）の魅力」の整理（3/6）

○県民から寄せられた利活用のアイデアのとりまとめ



いただいた御意見 （実際の御意見から抜粋（※一部加工））
賑わいの
ターゲット

（例）

鹿児島港
(本港区)の魅力

（例）※

6

• 鹿児島県は観光県でもあるため，「稼ぐ」ことが優先され県民の生活の質の
向上は後回しにされる印象がある。まずは県民がそれぞれの目的で集いや
すい多目的な場所となり，そこが評判となって観光客も訪れる。その順序が
守られることを強く願う。

• 桜島と錦江湾を眺望しながら人が賑わうスペースの創出を提案する。程よく
できたたまり場にストリートカルチャーが生まれ，休日には移動販売車の店
が立ち並ぶ。グランピング，公園・広場の機能を掛け合わせ，非日常と日常
の人がともに憩うサードプレイスになり多くの人にとって開かれた場所になる
ことを期待する。

• 憩いの場，ふれあいの場，成長の場として老若男女過ごせる広場が良いで
す。朝市を催し鹿児島の食と文化を堪能できる環境。夜はナイトマーケット
を行うもよし，週末のフライデーフェスや骨董市，蚤の市，フリマ，オーガ
ニックフェスタなど。薩摩は人をもって城となす。人を１番に考えた選択肢を
ご検討ください。

• 子連れで楽しめるエンターテインメント港町という雰囲気にする！！子連れ
でも安心できるトイレかその他利用できるスペースを作る。ゆったりとお散歩
できて，オシャレな買い物もできて（服飾雑貨）。子供をあずけてパパとママ
が１時間ほどデートできたり。ここへ来ることで，ストレスフリーになり，良い気
持ちになれるように，自由参加型の運動レッスンをしてほしい。（ヨガ，太極
拳，その他トレーニングなど）

• 健康増進等のために桜島と錦江湾を背景に野外ステージ，散策，ジョギン
グ，サイクリング等で多くの人々が集い，憩いの場となる海岸通り公園のよう
な観光客と市民が一体的に楽しめる空間を創造する。

• スポーツ・コンベンションセンターと併せて，多くの利用者が交流可能で心
身と社会的な健康を向上させる多目的緑地スペースも確保します。

より豊かで充
実した日々
の生活を過
ごす方

• 癒やしを与え、
心身と社会的
な健康を高め
る空間

7

• 隣接のウォーターフロントパークと合体させて南九州随一の多目的型の「公
園」にしませんか？国内外のデザイナーに公募してぜひ全国から鹿児島に
行ってみたくなるような場所を作りませんか？個人的にはニューヨークのセ
ントラルパークみたいになるといいなあと思います。

• 本港区エリア全体を大規模な公園として整備し，県民だけでなく観光客に
も錦江湾越しの桜島の絶景を楽しみ・くつろげる場として提供する。

• 本港区にある錦江湾と桜島の雄大な景観は，何物にも代えがたい鹿児島
の財産である。この自然景観を保全し，市民の誇り，心の拠り所，憩いの場
として緑地公園を整備し，後世にいつまでも大切に残してほしい。

• 桜島を前面に見据えた，他所にはない貴重な景観を生かす観光施設を作
る。緑地公園を作り，花々を植え，季節ごとにイベントを行ったり，何もなくて
も誰もが桜島を見ながら憩える場にする。噴水があってもいい。丸い小さな
プールがあってもいい。

• 桜島が見える港町として，桜島を見ながらのんびり散策ができる場所にする。
公園を整備し，ベンチや芝生でのんびりできる。海沿いの遊歩道を整備し，
桜島+海で映えスポットになる。

• 私が本港区と聞いて連想するのは，デッキから見える青々とした海と悠々と
佇む桜島です。小さい頃はドルフィンポート広場の，あの明るい雰囲気が好
きでよく連れて行ってもらっていたことを思い出します。家族連れの賑やか
な声の中，桜島に見守られているような場所だと感じました。

• 桜島や錦江湾を眺め，大きな樹の下で子どもたちを昼寝させ，緑の芝生の
上で駆け回ることができる。海と何もない風景。何もないことに意味がある。
鹿児島らしい時間を過ごすことのできる貴重な場である。

本港区周辺
に宿泊／お
住まいで桜
島を見なが
ら散策を楽
しまれる方

• 徒歩による回
遊を楽しめる
連続的な空間

• 憩いの場

※全ての項目について，「桜島の魅力を楽しめる空間」は共通
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

「賑わいのターゲット」と「鹿児島（本港区）の魅力」の整理（4/6）

○県民から寄せられた利活用のアイデアのとりまとめ



いただいた御意見 （実際の御意見から抜粋（※一部加工））
賑わいの
ターゲット

（例）

鹿児島港
(本港区)の魅力

（例）※

8

• 鹿児島は子供を連れて遊びに行く所が少ないように思います。九州以外の

ところからも観光客を呼ぶには，もう少し鹿児島で遊ぶところが欲しいです。

子供を連れていく所がないよね…と親友達で話をしています。

• 子連れ家族の旅行では，旅行先での行動/移動範囲が制限されるため，複

数の観光体験がパッケージ化されて家族で一日過ごせる複合施設を訪問

先として選ぶことが多い。現状の鹿児島本港区は，滞在時間も短い。鹿児

島本港区で，複数の観光体験が可能な複合施設を導入することを提案す

る。

• 私は鹿児島市本港区エリアを「鹿児島のイベントの中心地」として整備すべ

きと考えます。

• 体育館もスタジアムもスポーツイベント以外の大規模イベントに利用されるこ

とが今では当たり前となっています。県内でも有数の大規模イベント開催の

実績があるウォーターフロントパーク，そして8000人収容予定の県体育館，

15000人から20000人の集客能力が見込まれるサッカー等専用スタジアムと

それぞれの施設を活かし多彩なイベントを開催し，グランドデザインにある

「来て見て感動する観光拠点」を目指します。

• 汎用的で芸術性のあるスタジアム施設が良いと思います。サマーナイト花

火大会の際には有料席としても使えますし，夜には桜島側にスクリーンを

張って野外シアターとして運用するのも面白いと思います。活火山を背景

にライブをやりたいと思う有名アーティストが来鹿する機運も生じるはずです。

県全体の財産となる，壮大なスタジアムを建設するプロジェクトを示してもら

えれば，こちらとしても心が躍るというものです。

• 鹿児島駅から天文館を通ってスタジアムにいけるルートができれば，その

先々でサポーターが飲食をし，景観を写真に撮って発信し，鹿児島での体

験を日本中，世界中に紹介することができると考えます。私は昨年，新潟か

ら来鹿した際たくさんのツイートをしました。それを観たフォロワーの方から

「鹿児島を旅しているようで楽しかった。」「鹿児島に行きたくなった。」「鹿児

島ユナイテッドＦＣの試合を見に行って１００円の芋焼酎が飲みたい。」等声

を掛けてもらいました。

• 地域活性化・憩いの場・健康増進の場としてのコミュニティ機能を持ち，鹿

児島の新たなランドマークとなる施設を是非とも鹿児島本港区に作って欲し

い。世界でも珍しい活火山を見渡せるスタジアムだったり，景観を生かした

スポーツ施設がある事によって，シドニーのオペラハウスのように世界中か

ら一度は行ってみたい施設になると考える。またスポーツツーリズムを通し

て来鹿する観光客も見込めると思う。そういう意味で，新スタジアムと新体育

館は本港区内に必要。人が集まり易いところに，人が集まる施設を作るのは

地元の人にも観光客にも親切。繁華街も近いので，天文館を中心に県内

全域にお金が落ちる施策や施設を本港区に創設して欲しい。本港区は市

民県民はもちろん，ツーリストが喜ぶエリアにして欲しい。

ハレの日を
楽しむ家族
連れや若者

• お出かけの目
的地としての
魅力を持つ空
間

• 参加，体験の
場

※全ての項目について，「桜島の魅力を楽しめる空間」は共通
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

「賑わいのターゲット」と「鹿児島（本港区）の魅力」の整理（5/6）

○県民から寄せられた利活用のアイデアのとりまとめ



いただいた御意見 （実際の御意見から抜粋（※一部加工））
賑わいの
ターゲット

（例）

鹿児島港
(本港区)の魅力

（例）※

9

• 鹿児島市が今後，世界にひらかれた国際都市として発展し，また，世界

自然遺産を有する離島地域や沖縄への航路とも連動し，離島地域の振

興にも寄与するものである施設が望ましいものと考えます。具体的には，

同様に港湾地区に立地し，コンベンションセンターとしての役割を基本

としながら，大規模なコンサートや国際会議，スポーツイベントにも活用

されているマリンメッセ福岡が参考になるのではないでしょうか。

• 鹿児島でも大きなイベントが行える様な施設を作るのも一つの考えかと

思います。マリンメッセ福岡のような施設に近いものが良いのかと思いま

す。学会からコンサート等幅広く使える施設が鹿児島にとっても必要な

気がしています。

• 鹿児島県の未来を考えるうえで，今後も中心地としての利用が想定され

る本港区エリアでのまちづくりには，交通等の中心機能や桜島を臨む景

観といった魅力を持つ都市空間の有効な活用とそうした魅力を発信し体

感できる拠点や全国規模のスポーツ大会・国際会議等を開催できる施

設が必要である。

• コンベンションセンターに国際学会等の国際会議ができる機能設備が

あると海外の観光客増にもなる。展示会には講演会がセットで行われる

場合が多い。

各種大規模
イベントの
参加者
• プロス

ポーツ大
会

• 国際会議，
学会，シ
ンポジウ
ム

• ライブツ
アー
など

• 公共交通，
車，徒歩など
多様なアクセ
スが可能な
場

• 参加，体験
（観戦，観
覧）の場

10

• 本港区エリアはオフィス街も比較的近いため，コワーキングスペースがあ

れば，平日も利用客が訪れる可能性が高い。

• 鹿児島のシンボル桜島が見える場所で，Ｕターン，Ｉターン希望者に起

業の場を提供し，マルシェに集まるお客様との交流を通して事業を軌道

に乗せ，県内各地で本拠地を構えるための『巣立ち』を支援する。

• 北ふ頭のターミナルビルは，クルーズ船等の受入のための機能は残し

つつ，事業者のオフィスとしての機能やイベントスペース，エンターテイメ

ント空間として多くの人が自由に活用できるスペースとしての利用が考

えられる。

新しい働き
方を選択す
るビジネス
パーソン

• 働く場（ビジ
ネスセン
ター）

• 公共交通，
車，徒歩など
多様なアクセ
スが可能な
場

※全ての項目について，「桜島の魅力を楽しめる空間」は共通
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

「賑わいのターゲット」と「鹿児島（本港区）の魅力」の整理（6/6）

○県民から寄せられた利活用のアイデアのとりまとめ



○ 本港区エリアのまちづくりに対する期待の整理

• 第４回検討委員会でのポスターセッションやプレゼンテーションでは，提案者と検討
委員，または，提案者相互の質疑応答や意見交換，交流が行われ，それぞれの利活用
のアイデアが千差万別であるものの，提案者同士で共感でき，共通項となる期待，想
いのようなものがあると感じることができました。

• このため，ゾーニングの検討を進めるに当たり，県民からの利活用に関するアイデア
から，県民が共感し共有できる本港区エリアのまちづくりに対する期待をキーフレー
ズを整理しました。（ＫＪ法※により，県民から寄せられた利活用のアイデアにおい
て，どのような空間としたいかを表現したキーフレーズから整理）

• 整理した本港区エリアのまちづくりに対する期待について，賑わいのターゲットや導
入機能の検討，ゾーニング素案に活かしました。

※ＫＪ法：断片的な情報・アイデアを効率的に整理する目的で用いられる手法。一般的に，ＫＪ
法では，カード状の紙（付箋）に１つ１つの情報を記し，そのカードを並べ変えたり，
グルーピング（グループ化）したりすることで，情報を整理する。「ＫＪ」は，考案
者である川喜田二郎氏のイニシャル。

【参考】
• 横浜市では，教育文化センター跡地活用事業を通じて，望ましいまちづくりを進める

ため，関内駅周辺地区の新たな方向性を示すとともに，教育文化センターの跡地活用
に期待するものとして，複数の望ましい活用イメージの例を示すため，平成29年に
「関内駅周辺地区AREA CONCEPT BOOK」を策定し，まちづくりの方向性について，次の
とおり掲げている。
「国際的な産学連携」「観光・集客」の新たな拠点ができる街／スポーツ・健康を
通じた新たな価値が生まれる街／文化芸術活動や企業活動が生まれる街／風格のあ
る景観を有し、環境にも配慮された街

• また，同市では，新市庁舎（令和２年竣工）の整備にあたり，横浜市の考える市庁舎
における，広い意味でのデザインや，新市庁舎がまちづくりで果たすべき役割につい
て，事業者はもとより，市民の方々にも事前にお伝えし方向性を共有することで，広
く愛される新市庁舎を実現するため，平成27年に「横浜市新市庁舎デザインコンセプ
トブック」 を策定し、「新市庁舎のミッション」について，次のとおり掲げている。

～開港の街から持続可能で豊かな国際都市へ～
人，自然，街がつながる開かれた市庁舎を具現化し，

市民と共にOPEN YOKOHAMAを創出する。
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○県民から寄せられた利活用のアイデアのとりまとめ



桜島はもちろん、天文館方
面、磯から錦江湾奥方面、
そして鴨池から南薩方面な
ど360度の景観が楽しめる

なだらかなスロープを持った
屋上庭園を持ち，市内からは
建築構造物は見えず，桜島を
望む景観を遮らない建造物

地域活性化・憩いの場・
健康増進の場としてのコ

ミュニティ機能

鹿児島の新た
な

ランドマーク
となる

錦江湾を一周
する

魅力あるふ頭

子連れで楽しめる
エンターテインメ
ント港町という雰

囲気

石の文化

おしゃれなウッド
デッキなんかで目

の前まで海

ジオパークを一目
瞭然に感じること

ができる

ウォーカブルシ
ティのシンボ

リックなエリア

歴史と文化の港町
を創る

錦江湾にヨットな
ど楽しい色々な船

が行きかう

ベニスやその他の国で
はヨットやクルーザー
など庶民が楽しんでい

る風景が一杯

生活の質を高める（まちづくり）港の景観を活かす（まちづくり） アクティブに楽しめる（まちづくり）

素晴らしい
食・場所・
物を無駄に
しない流れ

のある

足湯や，砂蒸し温泉の体験，
黒豚や鶏のお店，各鹿児島の
焼酎が飲めるエリア，長島の
ぶりの養殖や枕崎のカツオが
体験できるエリア，薩摩の歴
史ができるエリアなどが100か
所に集まるテーマパークのよ

うな

海を楽しめて，さらに桜島も
楽しむことができるテーマ

パーク

イベントでき
る場所

非日常空間を楽しめる
テーマパーク

イベントができ
る広場

プロスポーツの象
徴的な拠点がある
街には活気と住む
人の誇りがある

公園・商業施設を合
わせた年齢問わず

楽しめる

「エスコンフィールド
HOKKAIDO」のサッカー版
かつ鹿児島版のような

子供たちが外で
思いっきり遊べ

る

サッカー，ラク
ビー， 屋外イベ
ントにも使える

ウインター
スポーツを
楽しめる

大きいガンダム
を目印にするよ

うな

春夏秋冬いろ
いろなイベン
トが楽しめる

テーマパークのよう
な映画撮影の際は補

助できそうな

娯楽

人とものをして周りの人を繋ぎ，
その素晴らしさを感じ，自分に
しか感じられない美を感じ，自
分のものにすることができる

公園とカフェと店
を開けた美術館と
が複合され，老若
男女問わず集い，
自分の時間を楽し

む

アートを身近に
感じられる

現代
美術

芸術表現スポットに
も使える

鹿児島の人たちも
世界の名画を鑑賞

できる 文化
芸術

県民，観光客
皆で参加して

楽しめる

多様の美術展を見
た後，雄大な桜島，

錦江湾，
散策をする

犬と散歩が出
来る

ペットもはいること
のできる

楽団や小中学校のバンド
を呼んで，ミュージック
を聴きながら，海鮮料理
や地元の果物を食べる

体力に自信なくても、
順位のつかない運動を
老若男女楽しめて、
デートにも使える

ゆったりのん
びり

親子連れで楽
しめる

桜島の絶景が堪能
できる

錦江湾と雄大な
桜島を入れると
世界一の公園

パパとママの2人の時間
を作ってあげられる，オ

シャレな港町

子供を少しの間，
あずけられる場

所

食と文化，
芸術をテー
マにした世
界に誇れる

親子や友達，カップルで
楽しめる

ここへ来ることで，
ストレスフリーに
なり，良い気持ち

になれる

何にも目的な
しに行って楽

しい場所

山下公園の
ような夢の

ある

雄大な自然の側で体を動かして
遊んだり、鹿児島の伝統工芸を
体験出来たり、水族館や美術館
で心癒やされたりと、体で感じ

て楽しむことのできる

公園

ゾーニングの検討を進めるに当たり，県民からの利活用に関するアイデアか
ら，県民が共感し共有できる本港区エリアのまちづくりに対する期待をキーフ
レーズで整理し，賑わいのターゲットや導入機能の検討，ゾーニング素案に活
かしました。

東京天王洲にある
T.Y.HARBORのような

海に近い平屋の

食を楽しむ，屋台村
のような

気のきいたカフェ
や子供達の遊具を
置き，走り回る
ことのできる

広場を残して，そこで
キャンプやバーベ
キューができる

桜島を県内県外の
方にも知ってもら

える

平日でも人通
りが絶えない
鹿児島一の築
地のような

食

Uターン，Iターン希望者に
起業の場を提供し，マル

シェに集まるお客様との交
流を通して事業を軌道に乗
せ，県内各地で本拠地を構
えるための『巣立ち』を支

援する

地産地消の食，鹿児
島ならではの絶品グ

ルメを食せる

子供が無料で
遊べる雨天時で

も遊べる

鹿児島のシンボル
である桜島を綺麗

に望める

「共生の時代」を
世界にアピールで

きるような
自然公園＝ゆたか

な森

アコウ並木など日陰が
つながる

障がい者や高齢者、子
育て世代や外国人など

が利用しやすい

誰でも自由に立ち入れる
緑豊かな

桜島を眺め
ただのんび

りする

緑豊かな公園を
基本にゆっくり

出来る

自然豊かな，南
国らしい木々の

多い緑の

子育て世帯が集
まる

桜島の雄大さは、県
外・海外の観光客に強
烈な印象を与え，人々

の心の財産になる

全面バリアフリーで
幅広い世代が来場で

きる

桜島と鹿児島市を
一望できる

ウォーキングで
きたり

遊べたりできる
ような

大人や子供が
遊べる

青少年、子育て世代、高齢者などが、世代
を問わず、日常生活の中で気経に、車無し
に訪れることのできる、広々とした都市型
自然公園森林公園として整備してほしい

鹿児島の豊かな自然環境
を、観光や地域づくりに

つなげる一等地

ドルフィンポートは
デッキのようなデザイ
ンになっており広く開
けていて景観が一望で

きました

桜島を
ボゥーっと眺
められる公園

老若男女
過ごせる

広場

カフェ、シーサイド
テラス，
海と桜島を生かした景
観の広場

植物の
たくさん

植わった公園

観光客を増やす目的で
はなく，まずは鹿児島

の人が集う

憩い

トヨタウーブン
を参考にして渋

滞等を除去
臨海地区全体に高い利便
性をもたらすことが予想
される新規臨海高速鉄道

関連の用地として

医療福祉の中心
となるエリア

市民の避難場所と
しての機能を十分

に想定した

鹿児島の観光
拠点スタジア

ム

買い物や観光で集まる，
出掛ける

新しい
観光名所

サッカー，ラグビー，コンサート，
市民参加型イベントが開催可能な複
合スタジアムと人々が毎日行き交う

海の空港を併設

薩摩半島から
大隅半島への
行き来が簡単

になれる

子供からお年寄
りまで楽しめる。

観光客も

鹿児島に来たというワクワク感を感
じてもらえる

桜島を観ながら食事を
したり，買い物をした

りする

ラグジュア
リークルーズ

ツアー

桜島が見える。鹿児島弁
が聞こえる。足湯がある。
鹿児島側からの押しつけ
ではなく，他県人が鹿児

島に求める

他県にないような
鹿児島独特の招待

ができる

魅力を発信でき
る基地

鹿児島らしい観光スポットや飲食店，
ホテルが立ち並ぶ，世界の富裕層が集
うイタリアのミラノのようなヨット

ハーバーがあり，夜景もきれいな函館
や神戸のような明るい海辺がある

独自の世界観
で世界中から
人が集まる

県内全域
に お金
が落ちる

緑地公園をメ
インとした観

光エリア

海，陸，空を結ぶ交通
センター

旅の思いを
大きく膨ら
ませる場所

各観光ラインの交わる地点で
各交通機関を接続する最適な

場所

鹿児島全土の良さが
詰まった

南ふ頭に横浜大桟橋のよう
な展望デッキやホールなど

を整備

観光客は鹿児島のこと
を軽く体験でき，鹿児
島県民は鹿児島を学ぶ

ことができる
ミニ鹿児島県

おいしいグルメや
鹿児島自慢の畜産
物・農産物・工芸
品の買い物ができ

る

観光
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○本港区利活用の方向性についての分析



県民から寄せられた利活用のアイデアから，本港区エリアのまちづくりを進めていくに当
たっての参考となる，まちづくりのヒントとなるキーワードを抽出。

●公園名の公募 ●駐車場の地下化 ●シンボル施設 ●モニュメント ●オブジェ

●鹿児島初 ●運動器具 ●アスレチック

●イベント（ワークショップ，ミューラルフェスティバル，骨董市，蚤の市，大道芸，釣り，

ナイトマーケット，フラダンスフェスティバル，野外コンサート，クラシックカー）

●遊園施設 ●ブランコ ●太陽光発電 ●ガラス張り ●国道58号の起点 ●丘陵状配置

●ペット ●ドッグラン ●キッチンカー ●噴水 ●バラ園 ●桜並木 ●森 ●ボート

●ビーチ ●キャンプ ●デーキャンプ ●バーベキュー ●ランニング ●ウォーキング

●ジョギング ●展望台 ●展望スペース ●カラフルカラー化 ●壁面アート

●動く歩道 ●花壇 ●ソーラー花時計 ●ガス灯 ●桜島や錦江湾のジオラマ ●ＣＧ

●音楽 ●野外音楽堂 ●ジャズ ●ロック ●温泉 ●足湯 ●Earthing(アーシング)

●スケート ●スポーツ ●サッカー ●キッズスペース ●コンテナハウス

●テーマ型施設（美術，芸術，文化，音楽，スポーツ，フィッシャーマンズワーフ，

アミューズメント，避難・防災，道の駅，レジャー，育児・託児，屋台村，ミュージアム，

映画村，観光案内，博物館，海と一体化した海洋型観光，ワークショップ，

ものづくり体験）

●サーキュラーシティ ●ゼロカーボンシティ ●シェアキッチン ●ファウンディング

●屋上庭園 ●アニメ ●ボードウォーク ●コラボ ●オープンテラス ●マルシェ

●オープンカフェ ●縁日 ●災害時の活用 ●キックボード ●メガフロート

●貸出パラソル ●円形劇場 ●プロジェクションマッピング
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○まちづくりのヒントとなるキーワード
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○利活用のアイデアに関する県民意見募集

県民意見募集の結果（２３４件）について，居住地，年代などの区分別に円グラフにて表した。
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○ポスターセッションとプレゼンテーション

ポスターセッション

プレゼンテーション

ポスターセッション
・日 時：令和５年７月22日（土）10:00～16:00

（うち，コアタイム※ 10:30～11:30，13:30～14:30）
令和５年７月23日（日）午前10時～午後４時
（うち，コアタイム※ 10:30～11:30，14:30～15:30）

・場 所：鹿児島港本港区北ふ頭旅客ターミナル２階
・来場者数：令和５年７月22日（土） 151人

令和５年７月23日（日） 206人
２日間合計 357人

プレゼンテーション
・日 時：令和５年７月24日（月）13:30～17:10
・場 所：鹿児島港本港区北ふ頭旅客ターミナル２階
・プレゼンテーション参加者：７者
・来場者数：122人

ポスターセッション

プレゼンテーション プレゼンテーション

※コアタイム
ポスターセッション参加者と
検討委員会委員が，集中的に
意見交換する時間帯



○鹿児島港本港区エリアの利活用にかかる検討委員会
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

検討委員会 幹事会



○鹿児島港本港区エリアの利活用にかかる検討委員会

□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

鹿児島港本港区エリアの利活用に係る検討委員会設置要綱
（名称）
第１条 この委員会は，鹿児島港本港区エリアの利活用に係る検討委員会（以下「委員会」という。）と称する。

（目的）
第２条 委員会は，鹿児島港本港区エリア一帯の利活用について，スポーツ・コンベンションセンターの基本構想や港湾と
しての機能を踏まえつつ，県全体に経済効果を波及させていくという視点を念頭に置いて，グランドデザインの開発コンセ
プトに基づき，同エリアの利活用の全体像の検討を行うことを目的とする。

（委員）
第３条 委員会は，知事が委嘱した委員で構成する。

（委員長）
第４条 委員会に委員長を置き，委員長は，委員の互選で選出する。
２ 委員長は，委員会を代表し，委員会の会務を総括する。
３ 委員長が不在のときは，あらかじめ委員長の指名する委員が委員長代理としてその職務を代行する。

（委員会の会議）
第５条 委員会の会議は，委員長が招集する。
２ 委員長は，委員会の会議の議長となり，議事を整理する。
３ 委員長は，必要があるときは，委員以外の者の出席を求めることができる。

（幹事会）
第６条 委員会の円滑な運営に資するため，幹事会を置く。
２ 幹事会は，知事が委嘱した幹事で構成する。ただし，委員が幹事を兼ねることを妨げない。
３ 幹事会に座長を置き，座長は，委員長代理が務める。
４ 座長は，幹事会を代表し，幹事会の会務を総括する。
５ 幹事会の会議は，座長が招集する。
６ 座長は，幹事会の会議の議長となり，議事を整理する。
７ 座長は，必要があるときは，幹事以外の者の出席を求めることができる。

（委員会及び幹事会の会議の公開）
第７条 委員会及び幹事会の会議は，公開とする。ただし，委員会で協議の上，非公開とすることができる。

（委員会及び幹事会の事務局）
第８条 委員会及び幹事会の事務局は，鹿児島県土木部港湾空港課本港区まちづくり推進室に置く。

（雑則）
第９条 この要綱に定めるものほか，委員会と幹事会の運営に関し必要な事項はそれぞれ，委員会については委員長が，幹
事会については座長が別に定める。

附則
１ この要綱は，令和４年12月９日から施行する。
２ 第５条第１項の規定にかかわらず，委員会設置後の最初の委員会の会議は，知事が招集することができる。
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実地調査 実地調査

香川県 高松港 長崎県 長崎港
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□鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン

○用語集

新たなモビリティサービス
地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して，複数の公共交通
やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービ
スのこと。

アドベンチャートラベル アクティビティ・自然・文化体験の3要素のうち，２つ以上で構成される旅行

インクルーシブデザイン
高齢者，障がい者，外国人など，従来デザインプロセスから除外（Exclude）されてきた多様
な人々を，デザインプロセスの上流から巻き込み（Include），一緒にデザインを行っていくイ
ギリス発祥のデザイン手法。

ウォーカブル
「歩く」を意味する「walk」と「できる」の「able」を組み合わせた造語で，まちづくりでは，居心
地が良く歩きたくなるまちなかの創出の意で用いられる。

エリアマネジメント
一定の地域（エリア）における良好な居住環境等の形成・管理を実現していくための地域住
民・地権者による様々な自主的取り組み。

フリンジ化（外縁化）
一定の地域（エリア）への自動車流入を抑制するため，周辺部（フリンジ）の駐車場でマイ
カーを受け止め，徒歩や公共交通に乗り換えて目的地まで行く取り組み。

コンバージョン 建物の用途を変更し，再利用すること。

シームレス
「縫い目がない・継ぎ目がない」こと。生活の中でも色々なシーンで使われる言葉で，例え
ば機能やサービスが連携していて，利用者にとって快適な状態などを「シームレス」と表現
する。

ストリートファニチャー
ベンチ，案内看板，シンボル施設，モニュメントなど，屋外空間を演出するために設置され
る施設類。

スーパーヨット
一般的に外国人富裕層などが個人所有する全長８０フィート以上（２４ｍ以上）の大型ク
ルーザー。

ゾーニング
空間をテーマや用途に分けて，類似した性格の空間（区画）をグループごとにゾーンとして
まとめ，計画していくこと。

ターンアラウンド
船が寄港をしてから，乗船客や貨物などを降ろし，燃料補給や新たな乗船客や貨物などを
積み，再び出発するまでの過程。

トランジットモール
都心部の商業地等において，歩行者の安全性の向上，都心商業地の魅力向上などを図る
ため，自動車の通行を制限し，歩行者と路面を走行する公共交通機関とによる空間を創出
する取組。

ビジネスパーソン
会社員や個人事業主，フリーランスなどを含めた，企業で働く人やビジネスを営む人などの
総称。

ファサード 建物を正面から見たときの外観のこと。

プロムナード 歩行者用の公共空間で，散歩，回遊することができる空間。

ペデストリアンデッキ 駅前広場等において，道路上空に設置した歩行者専用の通路。

ボーディングブリッジ ターミナルビルから客船に乗客や乗員を乗降させるための設備。

ランドスケープ
景色・風景という意味。 建築やデザイン分野の間では、都市や公園、広場における空間の
デザインのことを言う。

リバーシブルレーン化
渋滞緩和のために全幅３車線以上の道路において中央線の位置を時間帯によってずらし，
交通量が特に多い方向の車線を特定の時間帯のみ増やす交通規制のことで，中央線変
移と称される。

ＣＩＱ
税関(Customs)，出入国管理(Immigration)，検疫(Quarantine)の略で，人や貨物の国際的
な移動の際に必要となる出入国の手続及びその施設を指す。

ＴＤＭ施策
交通需要マネジメント（TDM:Transportation Demand Management)。道路利用者に時間，
経路，交通手段や自動車の利用法の変更を促し，交通混雑の緩和を図る方法。




